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	New Features In RapidPLUS™ 8.0 ( 8.11



ここではRapidPLUS( 8.0、8.02、8.1 および 8.11 の新機能をご説明いたします。その機能の詳細は、ユーザマニュアルサプリメント、および組込みシステム向けコード生成の各マニュアル、およびヘルプに記述されています。
RapidPLUS 8.11
Version 8.11 の新機能は次のとおりです。
	機能
	解説

	フォントオブジェクトの拡張

	フォントオブジェクトは次のように拡張されました：
· 改行文字 (\n) の処理が変更されました。以前のバージョンでは、改行文字 (\n) は文字幅の計算に含まれていました。新規バージョンでは、副文字列の区切り文字と見なされ、文字幅の計算には数えられません。
· 次の新規関数が追加されました。countCharsOfStr: <文字列> startFrom: <整数> toFitWidth: <整数> leftAligned: <整数> wordWrap: <整数>
詳細については、Readme_jap.wri ファイルの「RapidPLUS 8.11 の新しい特長について」を参照してください。


RapidPLUS 8.1

version 8.1の新機能: 

RapidPLUS

	機能
	解説

	ノートウィンドウ
	オブジェクトやロジック要素に、ノートを記述する機能を拡張しました。ノートはオブジェクト、モード、トリガ、オブジェクトプロパティ、コンスタントセットの項目、データストアのフィールド、ユーザオブジェクトのインタフェース要素、アクション、およびアクティビティに記述することができます。 
現在、ノートはアプリケーションマネジャーとは別のノートウィンドウ中に表示されます。

ユーザマニュアルサプリメント 1章: 「プロジェクトの管理」参照

	インタフェース　ユーザオブジェクト
	ユーザオブジェクトは「インタフェース」ユーザオブジェクトとして指定することができます。こうすることで、このユーザオブジェクトは、インタフェースを実装するロジックを含まずにインタフェースを定義します。インタフェースユーザオブジェクトは他のユーザオブジェクトのテンプレートとして使用します。
オブジェクトアレイで使用する場合(オブジェクトホルダアレイ機能参照)、異なるクラスのユーザオブジェクトを同じアレイにホールドすることができます。ホルダで使用する場合、異なるクラスのユーザオブジェクトをシングルファンクションにおいて同一のパラメータとして扱うことができます。インタフェースユーザオブジェクトは大規模プロジェクトに整合性を与えます。

ユーザマニュアルサプリメント 23章: 「インタフェースユーザオブジェクト」 参照

	オブジェクトのアレイのホルダ
	今までは、オブジェクトのアレイを定義できましたが、デフォルトオブジェクトはアプリケーション中に存在するオブジェクトでなければなりませんでした。今回からは、アレイは任意のオブジェクトタイプ、つまり、ユーザオブジェクトに実体のないオブジェクトでも含むことができます。アレイのダイアログボックスにMoreボタンが追加されています。それはホルダタイプを選択するためのホルダダイアログボックスを開きます。 

この機能は特に循環参照を行う際や、インタフェースユーザオブジェクトを保持する際に便利です。 

ユーザマニュアルサプリメント 10章: 「ノングラフィックオブジェクト」 参照

	ユーザオブジェクトの循環参照
	ユーザオブジェクトの循環参照が可能になりました。例えば、ユーザオブジェクトAはAをホールドするユーザオブジェクトBをホールドすることができます。ユーザオブジェクトホルダやオブジェクトアレイ（次の機能を参照）を通して循環参照をすることができます。この機能は複雑なアプリケーションデザインを非常に簡単にします。
ユーザマニュアルサプリメント 1章: 「プロジェクトの管理」 参照

	レポート:

プロジェクト の整合性
コンポーネント依存図
　コンポーネント依存リスト
	このレポートでは、コンポーネントに関して、不正なあるいは失ったインタフェース要素のリストを表示します。このレポートはインタフェースユーザオブジェクトを使用するプロジェクトにおいて特に便利です。

	
	このレポートでは、リストではなく、プロジェクトの各コンポーネントの階層を示す図を表示します。この図は循環参照を含むプロジェクトにおいて特に便利です。

	
	このレポートはプロジェクトのコンポーネントと、それぞれのコンポーネントのために、それが依存するすべてのコンポーネントをリスト化します。

ユーザマニュアルサプリメント 26章: 「レポート生成」 参照

	参照によるパラーメータ渡しの明確化
	以前はRapidPLUSコンパイラーがユーザーファンクションのパラメータが（値あるいは参照によって）どのように渡されるかを決定していました。今回からこの決定は、”ref”キーワードを追加することによってロジックエディタ内で明確になされます。このキーワードは、手動で追加もできますし、あるいはユーザーファンクションが保存されるときにRapidPLUSが追加します。 この機能はインターフェイスユーザーオブジェクトを実装するときに特に便利です。
ユーザマニュアルサプリメント,  28章: “RapidPLUS付加的機能強化” 参照

	ユーザが定義したActiveXオブジェクトの登録
	ActiveXオブジェクトのプロパティダイアログボックスにオプション「Force Registration 」を追加しました。これはアプリケーションにバンドルされている、ユーザが定義したActiveX オブジェクトが、常にアプリケーションのあるフォルダから呼び出されることを保証します。このオプションはシステムActiveXオブジェクトには使用しないでください。

	
	

	品質フィードバックエージェントフォーム
	このフォームはRapidPLUSがクラッシュしたときに自動的に開きます。これは、クラッシュする前にアプリケーションで何が起こったか知るのに有効な情報を含んでいます。このフォームにはオプションで差出人のメールアドレスやクラッシュ前の状況を記入する欄があります。 

RapidPLUSをさらに改善していく上で、このフォームは、e-SIMにとって非常に有益な情報となります。個人情報は送信されませんので、ぜひご協力下さい。


C コード生成
	機能
	解説

	ピュアインタフェース指定
	インタフェースユーザオブジェクトをコード生成する場合、「ピュアインタフェース」として生成されます。この生成タイプは変更不可です。この読み込み専用の指定はCode Generation PreferencesダイアログボックスのComponentsタブページで確認できます。

	最適化レポート


	このレポートは、自身のサイズが生成コードのROMサイズに影響する、データオブジェクトとプロパティの一覧を表示します。このレポートはアプリケーションマネジャーのCode メニューから使用できます。 

組込みシステム向けコード生成 10章: 「コードジェネレータの使用方法」 参照

	ホルダ辞書(Holder dictionary) の最適化
	ホルダ辞書（Holder dictionary：アプリケーションとそこで保持しているオブジェクトにおけるホルダのリストであるRapidPLUS内部構造体）をさらに最適化しました。 

組込みシステム向けコード生成 10章: 「コードジェネレータの使用方法」 参照

	ビットマップあるいはフォントオブジェクトのコンスタントアレイ
	今まではインテジャー、ナンバーおよびストリングのコンスタントアレイを定義できました。今回からはビットマップ、あるいはフォントオブジェクトのコンスタントアレイも定義できます。 これは、通常のオブジェクトアレイを使うよりも必要なROM容量を少なくすることができます。
ユーザマニュアルサプリメント 11章: 「コンスタントオブジェクト」 参照

	一時メモリの動的アロケーション
	静的一時メモリがオーバーフローすると、（動的アロケーションが可能の場合）動的メモリアロケーションコールバックを使用することで、RapidPLUSは自動的に一時追加メモリを割り当てます。メモリがループ内（for or while）で割り当てられるとき、一時メモリはそれぞれのループの処理後に開放されます。

Readmeファイルの「RapidPLUS 8.1x新しい特徴について」を参照ください。一時メモリを必要とするファンクションについては、「コード生成オブジェクト、非生成関数、および一時メモリ.pdf」ドキュメントにリストがあります。

	usr ErrorFuncプロトタイプの変更
	非致命的エラーと警告を区別するために、エラータイプが、RBOOL からRINT に変更されました。 
組込みシステム向けコード生成 4章: 「アプリケーションプログラムインターフェイス(API)」 参照


マイナーチェンジ
	機能
	解説

	ノングラフィックオブジェクト　のアイコン
	ノングラフィックオブジェクトのアイコンは、オブジェクトレイアウトのツールバー上のボタンになりました。このボタンは、ノングラフィックをオブジェクトレイアウトに追加すると有効になります。

	プロジェクトコンポーネントリスト
	アプリケーションマネジャーのドロップダウンコンポーネントリストは、コンポーネント名またはファイル名による、アルファベット順に表示できます。これらのソートボタンをアプリケーションマネジャーに追加しました。

	ロジック専用XML コードのインデント
	Configuration Management Optionsダイアログボックスの、新しいオプション 「Do not indent XML tags, only logic」はXML コードのRapidロジックのみにインデントを付けます。

	ストリング、アレイおよびデータストア: 最大サイズをチェックする新機能 
	3つのファンクションが追加されました: ストリング用maxLengthInBytes、アレイ・データストア用maxSize、ストリングアレイ用maxStringLengthInBytesです。これらのファンクションは、各オブジェクトの Advancedダイアログボックスで設定した上限値を返します。

詳細はヘルプのトピックスを参照。

	Code Generation PreferencesダイアログボックスのComponentsタブページ
	プロジェクトコンポーネントリストはアルファベット順にソートできるようになりました。2つの新しいオプションでリストを階層表示したり、フルパス表示したりできます。 


RapidPLUS 8.02

	機能
	解説

	ユーザーオブジェクトインターフェイスに関するNotes
	Notesはすべてのユーザーオブジェクトインターフェイス要素: プロパティ、イベント、ファンクション、およびメッセージに追加することができます。
Notesはインターフェイス要素を選択し（たとえばロジックパレット内にて）、その後Application ManagerのNotesエリアに記述することによって追加できます。


RapidPLUS 8.00

version 8.0 の新機能：

RapidPLUS

	機能
	解説

	Undo/Redo
	Undo/Redo機能を以下のように拡張しました:

· 操作回数無制限のアンドゥとリドゥができます。( Undoレベルダイアログボックスで制限を設定できます。ダイアログボックスはApplication Manager のOptionメニューから開くことができます。 )

· どのRapidPLUS編集ツールからでも包括的なユーザ操作のUndo/Redoが可能になりました。編集ツールとはObject Layout, Mode Tree, Logic Editor, State Chart, Find and Replaceを含みます。
ユーザマニュアルサプリメント,  28章: “RapidPLUS付加的機能強化” 参照

	Back/Forward ボタン
	モードを選択すると( 編集するしないに関係なく ) RapidPLUSはその選択をログに記録します。BackまたはForwordボタンを使ってMode Tree, State Chart, Logic Editorの選択を再トレースすることができます。大きなモードツリーやたくさんのユーザオブジェクトを通った後、現在の位置を確かめたいときにこの機能を利用できます。

ユーザマニュアルサプリメント,  28章: “RapidPLUS付加的機能強化” 参照

	XML フォーマット
	RapidPLUSアプリケーション (RPDとUDO) はXMLフォーマット(RDXとUDX)に保存できるようになりました。XMLフォーマットは多くの開発に有益です：

· XMLアプリケーションファイルはプロジェクトのチェックインとチェックアウト、バージョン比較、バージョンマージ（詳細は次項 ”XMLファイルによるバージョン管理と分散開発” を参照）するための構成管理ツールで使うことができます。

· XMLベース、あるいはテキストベースのエディタでオブジェクトプロパティとアプリケーション構造の編集ができます。
· 外部のツールはレポート、およびドキュメントを生成する業務で利用できます。
· XMLアプリケーションファイルはRapidPLUSでファイルを開かずにテキストファイルとして認識できます。
· 壊れたアプリケーションを修復できます。
Application ManagerのOptionsメニューからConfiguration Management OptionsダイアログボックスでXML出力が可能になります。

ユーザマニュアルサプリメント 2章: “XMLにおけるRapidPLUS アプリケーション” 参照

	XML ファイル経由のバージョン管理と分散開発
	XMLフォーマットのアプリケーションを持つことにより、バージョンコントロールと分散開発を容易に行うことができるようになりました：

· 開発者は分散プロジェクトコンポーネントを他の開発者による修正と同期させて並行開発することができます。
· 開発者は同一プロジェクトコンポーネントでの変更箇所をマージすることで開発を完了することができます。
· 開発者はバージョンコントロールのチェックイン/チェックアウトができます。

· 同一コンポーネントの異なる2つのバージョンを外部の比較ツールを使用して比較することができます。
ユーザマニュアルサプリメント 1章: “プロジェクトの管理” 参照

	ロジックエラービューウィンドウ
	XMLフォーマットのアプリケーションを開く時の通知エラーを含め、ロジックビューウィンドウの機能が拡張されました。新規のLogic Error View ウィンドウはApplication Manager のView メニューから開くことができ、以前のエラー情報を保存しています。

ユーザマニュアルサプリメント  5章: “ロジックエラービュー” 参照

	
	

	デバッガのコールスタック
	デバッガに追加されたユーティリティ、コールスタックは現在のロジック行が実行されるスタックフレームのシーケンスを表示します。コールスタックは デバッガが一時停止している間、実行中のロジックを表示します。

ユーザマニュアルサプリメント 4章: “アプリケーションデバッギング” 参照

	差分ツールの拡張
	以下の機能が拡張されました:

· プロジェクトのコンポーネントとリソースを比較できます。この比較ではコンポーネントごとのプロパティ・ダイアログボックスにあるリビジョンのコメントから得られた情報を比較しています。
· モードの比較はモード種別を含みます ( エクスクルーシブまたはコンカレント、デフォルトモードステータス )。
· 差分レポートは 、比較するアプリケーションのどちらを基準としても生成できます。このレポートはレポート・ビュワーに表示されます。
ユーザマニュアルサプリメント 3章: “差分ツールにおけるアプリケーションの比較” 参照

	データストアとアレイのホルダ
	ホルダがデータストアとアレイを保持できるようになりました。ホルダを生成するために、データストアとアレイのダイアログボックスにHolderチェックボックスを追加しました。
ユーザマニュアルサプリメント 10章: “ノングラフィックオブジェクト” 参照

	グラフィックディスプレイ
(パレットベースとトゥルーカラー)
	以下の機能が拡張されました:

· 外部DLLへの接続：プロトタイパ上でのシミュレーション走行中に外部デバイスにもグラフィックディスプレイの出力を表示することができます。この機能はグラフィックディスプレイのAdvancedダイアログで外部デバイスへの出力APIを実装したDLLを選択することにより利用できます。

· 矩形クリッピング: 以前のバージョンでは、ユーザ定義のバッファのみ矩形クリッピングしました。RapidPLUS 8.0では、 矩形クリッピングはビューポートとして働き、中間バッファはデバイスとして参照される矩形クリッピングを持ち、それは、グラフィックディスプレイの中間バッファ上に描画するテキスト、グラフィックの位置により決定されます。

ユーザマニュアルサプリメント 12章: “グラフィックディスプレイ” 参照

	
	

	イメージオブジェクト: アルファチャネルサポート
	イメージオブジェクトは、PNGファイルのアルファチャネルを利用することによりオブジェクトレイアウト、プロトタイパで透過、半透過を実現できるようになりました。アルファチャネルによりPNGイメージとその背後のオブジェクトとの合成はアプリケーション動作のバックグラウンドで実行されています。

ユーザマニュアルサプリメント 13章: “ビットマップ、イメージ、およびフォントオブジェクト” 参照

	新レポート
	Application ManagerのReportsメニューに新しいメニューを追加しました。

· Target Graphic Displays：このレポートはプロジェクトで使用されるグラフィックディスプレイの構成要素をリスト表示します。

· Coverage Test：このレポートはプロトタイパから収集されたデータのうち参照されないモード、トランジション、トリガ、ユーザファンクション、およびオブジェクトをリスト表示します。カバレージテストは現在、プロトタイパから実行可能ですがDocument Manager からだけでは実行できません。Prototyper のCoverage Test コマンドはControlメニューに割り当てられています。

ユーザマニュアル 26章: “レポート生成” 参照

	ユーザファンクションの容易なナビゲーション
	ロジックパレットで、ユーザファンアクションを右クリックして、“Go to definition in Function Editor”コマンドを選択するとユーザファンクション定義のFunction Editor が開きます。

	コンディショナルコード
	評価結果が偽となるコンスタントオブジェクト( 例if Constant_Integer < 2 ) を使ったif / else 条件文は生成ざれず、Logic Editor ではグレー表示されます。

ユーザマニュアルサプリメント 7章: “ループとブランチを使ってのロジックの作成” 参照

	ActiveX ブリッジユーティリティ
	RapidAppReg.exe外部ユーティリティは独自のActiveXコントロールによりRapidPLUSアプリケーションをラップして外部プロパティとイベントをActiveX プロパティとイベントとしてエクスポートします。このファイルはRapidPLUSのインストールフォルダに格納されます。

ユーザマニュアルサプリメント17章: “RapidにおけるActiveX ™コントロール” 参照

	Object Layout のズームイン / アウト
	Object Layoutのワークエリアにズームイン、ズームアウトするズームボタンが追加されました。

	Logic Editor のカラム表示
	Logic Editor の中でカラムをダブルクリックすると4種のカラムのズームイン、アウトできます。以前のバージョンではズームコントロールするツールバーボタンがありました。

	失われたユーザオブジェクト
	1つ以上のユーザオブジェクトを失ったプロジェクトを開くことができます。Object Layout にはユーザオブジェクトの位置に失われたユーザオブジェクトの矩形が現れます。

ユーザマニュアルサプリメント 1章: “プロジェクトの管理” 参照

	インタフェース更新に影響するコンポーネントの更新
	プロジェクトコンポーネントのインタフェースを変更したときにそのインタフェースを使う他のコンポーネントは影響を受けます。RapidPLUSはそれらコンポーネントの変更をするかしないかのどちらかに印を付けることができます。

選択肢の1つとして“Automatically Update Changed User Objects”でこの振る舞い( Application Manager のOptionメニューに新たに追加されたConfiguration Management Optionsダイアログボックス )を制御できます。このオプションを選択しない場合は、File | Advancedメニューにある“Update Changed User Objects”コマンドを使って更新します。

ユーザマニュアルサプリメント 1章: “プロジェクトの管理” 参照

	アプリケーション パッケージャ
	アプリケーションパッケージャは、使い易さと機能追加のために再設計されました。RPD, UDO, RVR, と拡張したRDOファイルを持つアプリケーションのパッケージに適用できます。

ユーザマニュアルサプリメント 29章: “アプリケーションパッケージャ” 参照


C コード生成
	機能
	解説

	インテジャ
	Cコードとして生成されるインテジャのサイズは、オブジェクトのAdvancedダイアログボックスのprimitive data typeを選択することによって変更できるようになります。プリミティブデータタイプは、 long (32 bit), short (16 bit), char (8 bit)です。この機能はインテジャオブジェクト、インテジャアレイ、プリミティブオブジェクトのインテジャプロパティ、およびユーザオブジェクトのユーザプロパティで適用できます。

ユーザマニュアルサプリメント 10章: “ノングラフィックオブジェクト” 参照

	
	

	グラフィックディスプレイオブジェクト (パレットベース)
	オプションに“Match bitmap to object palette”アドバンスドダイアログボックスが追加されました。このオプションはグラフィックディスプレイに描画されたビットマップがオブジェクトの初期パレットと一致することを保証します。したがって、グラフィックディスプレイに表示されたビットマップ色はビットマップに定義された色にできる限り類似する色に見えることを意味します。

コード生成 マニュアル 6章: “グラフィックディスプレイオブジェクトの統合” 参照

	True Colorグラフィックディスプレイオブジェクト

含まれるもの：
アルファチャネル透過
ビットマップ圧縮
	True colorグラフィックディスプレイオブジェクトはＣコード生成対象です。： 

· Advanceダイアログにアルファチャンネルと色深度の設定が追加されました。
· 新しいビットマップフォーマットDLL(tc_fmt.dll)は、8~32ビット/ピクセルの色設定に対応しています。
· ビットマップフォーマットDLLにあるビットマップ圧縮機能を利用することによりビットマップデータの圧縮を行えます。この圧縮機能では、Zlibライブラリーの圧縮アルゴリズムを使用しています。

コード生成 マニュアル 6章: “グラフィックディスプレイオブジェクトの統合” 参照


マイナーチェンジ
	機能
	解説

	ルートオブジェクト
	あらゆるRapidPLUSアプリケーションのルートオブジェクトの名前は”self”に統一されました。以前のバージョンではルートオブジェクト名はアプリケーション名でした。

	オブジェクトの ”empty”プロパティ
	オブジェクトのファンクション、コンディション、イベントは省略記号(…)で明示される”empty”プロパティに含まれます。以前のバージョンではオブジェクトプロパティは”self”という名前でした。

	Application Manager のViewメニュー
	ViewメニューはRapidPLUSウィンドウのすべてと他のオプションとツールを表示させます。以前のバージョンではウィンドウはToolsメニューの配下で表示していました。

	コード生成プリファレンスダイアログボックス
	ダイアログボックスは多くの情報を提供するためにモディファイされました。
コード生成 マニュアル  10章: “コードジェネレータの使用方法” 参照

	コンディション内でのユーザーファンクションのコール
	ユーザーファンクションの戻り値は、複合トリガ(イベントやコンディションから作成されるトリガ)で使用可能です。

例： Pushbutton1 in & self function1 = 4.
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